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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月14日(2014.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＸＭＬ（Extensible　Markup　Language）ファイルを用いてオブジェクト指向スクリプ
トツールをサポートするコンピュータ実装方法であって、
　前記ＸＭＬファイル中の第１タグを用いてスクリプト言語でソフトウェアクラスを定義
するステップを含み、前記ソフトウェアクラスは少なくとも１つのメソッドを有し、
　前記ＸＭＬファイル中の第２タグにおける前記少なくとも１つのメソッドを呼出すステ
ップを含む、方法。
【請求項２】
　ＸＭＬパーサを用いて前記ＸＭＬファイルをパースするステップをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＸＭＬファイル中のタグを用いて前記少なくとも１つのメソッドを定義するステッ
プをさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＸＭＬファイル中のタグを用いて、ソフトウェアオブジェクトが前記ソフトウェア
クラスのインスタンスであるか否かをチェックするステップをさらに含む、請求項１から
３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　クラスの拡張および継承と、メソッドオーバーライドと、インスタンスの多態性と、特
別の“ｔｈｉｓ”および“ｓｕｐｅｒ”インスタンスとの少なくとも１つをサポートする
ステップをさらに含む、請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＸＭＬファイルのタグ中の、インスタンスメソッド呼出し構文をサポートするステ
ップをさらに含み、前記構文は“［ｃｌａｓｓ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ］．［ｍｅｔｈｏｄ
　ｎａｍｅ］”のフォーマットになっている、請求項１から５のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項７】
　タグが不明要素であると判断された場合、前記ＸＭＬファイル中の前記タグをインスタ
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ンスメソッドを呼出すための前記構文に関連付けるステップをさらに含む、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　タイプ定義テーブルを用いて前記インスタンスメソッド呼出し構文を定義するステップ
をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記方法はさらに、
　１つまたは複数の汎用アプリケーション構築スクリプトを前記ソフトウェアクラスにカ
プセル化するステップと、
　別のソフトウェアクラスにおける１つまたは複数の特定のアプリケーション構築スクリ
プトを実行するステップとを含み、前記別のソフトウェアクラスは、前記ソフトウェアク
ラスから拡張または継承される、請求項１から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法はさらに、
　１つまたは複数の汎用ドメイン管理スクリプトを前記ソフトウェアクラスにカプセル化
するステップと、
　別のソフトウェアクラスにおける１つまたは複数のドメイン管理スクリプトを用いて特
定のドメインを起動させるステップとを含み、前記別のソフトウェアクラスは、前記ソフ
トウェアクラスから拡張または継承される、請求項１から９のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記ソフトウェアクラスは、別のソフトクラスのインスタンスを引数として受入れるこ
とができるユーティリティクラスである、請求項１から１０のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記オブジェクト指向スクリプトツールを用いてデータベースにリンクするステップを
さらに含む、請求項１から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　オブジェクト指向スクリプトツールを用いてアプリケーションを異なるサーバに配布さ
せるステップをさらに含む、請求項１から１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　１つまたは複数のコンピュータシステムで実行されたときに、請求項１から１３のいず
れか１項に記載の方法を実現する指令を含む、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　請求項１から１３のいずれか１項に記載の方法を実行するように構成されたコンピュー
タシステム。
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